	若者向けＷｅｂサイト 制作・広報事業


１．目的
府政だよりを読まない、若者層に対して、府政情報を届け大阪府政に関心、愛着心を持ってもらう。

２．事業の概要

若者向けＷｅｂサイトを立ち上げるとともに、知られなければ情報の孤島である　　Ｗｅｂサイトを、まずは存在を知ってもらうためＷｅｂ広告を打つ。
上記については、内容、広報手法合わせてコンペ形式で提案をいただき、委託する。
＜Ｗｅｂサイト＞

○情報発信要素

・トップページ（特集記事）
・サブページ（学び・仕事・遊び・暮らし・子育て）

府の取組み、情報を分りやすく掘り下げて記載。（年12回更新）
※効果検証を行うためのツールの作成必須

○リピーター獲得要素
・ブログ（毎週更新（大阪府若手職員が輪番で原稿作成・広報課がアップ））
■費用

・ページ立ち上げ費用（サーバの初期設定費用、ページのデザイン、コンテンツの企画・取材・制作・掲載）　　　　　900千円
・ページ更新（サーバレンタル費用、コンテンツの企画・取材・作成・掲載）
250千円×12回＝3,000千円
＜存在告知＞

○Ｗｅｂ広告
■費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147千円×12回＝1,764千円

○その他の広告

府政だより・バックボード・府メールマガジン

＜コンペ＞

○コンペ審査員報償費            　  （9,000×３時間＋1,000）×３人＝84千円
計　5,748千円

（うち委託料5,664千円  うち報償費　 84千円）
３．効果
○Ｗｅｂ広告を打つことにより

600,000回表示×１２回×７％（クリック率※１）×28％（※２）＝141,120人

141,120人×５％（お気に入りに登録する率※３）＝7,056人


効果①
最低でも141,120人が１度は府の情報に触れることが出来る
さらに、お気に入りに登録した7,056人については

効果②

7,056人×12回＝のべ84,572人に府の情報を届けることができる
効果③

7,056人×12回×36.8％（※４）＝のべ31,159人に行動をおこさせることができる
効果④

7,056人×12回×32.2%（※５）＝のべ27,264人に記載内容に関心を持ってもらうことができる
※１　クリック率・・広告を見てそのサイトを訪れる率

　　　　　　　　　　７％はアドワーズ広告（Ｗｅｂマーケティング広告代理店）の平均クリック率（プレミアムポジション）
※２　大阪府の人口における２０代、３０代の割合

※３　お気に入りに登録する率・・コンバーション率（サイトを訪れた方が、登録したり、商品を購入する率）

米オンラインショップのコンバーション率平均４．９％

※４　都道府県広報紙をいつも・ときどき読んでいる人のうち、読んだ後に、施設に出かけたり、イベントや取組みに実際に参加した人の割合（２０代以下・３０代の加重平均）

※５　都道府県広報紙をいつも・ときどき読んでいる人のうち、読んだ後に、記載されている内容に興味や関心を持つようになった人の割合（２０代以下・３０代の加重平均）＜関電ＣＳフォーラム調査より＞
４．その他の工夫

○広告収入が得られないかどうかも、コンペで提案をいただく。



広告のイメージ


●●Ｗｅｂサイト


（１ヶ月間で147千円（税込み）アクセス数想定６０万件（月））





トップページ


・特集記事


・ブログ





サブページ⑤


・子育て





サブページ④


・暮らし





サブページ③


・遊び





サブページ②


・仕事





サブページ①


・学び





























既存の府のホームページ





○特集記事・・その月にアップした中での一押し記事（月１回更新）


○サブページの記事・・設立当初は各１～２、毎月１件程度増やしていく


○ブログ・・毎週更新、府若手職員が輪番で記載、広報課でアップ





Ｗｅｂサイトのイメージ








